
●公益社団法人　函館市シルバー人材センター●

登録会員数　11月30日現在　男588人　女282人　計870人

●“手”が足りない。そんな時はシルバー人材センターへ！

　シルバー人材センターの親切・丁寧・確実な仕事振りは
必ず皆様のお役に立ちます。
　豊かな経験と能力を生かし、幅広いお仕事をいたします！

函館市若松町33番６号 （函館市総合福祉センター 2 階）

電　話（０１３８）２６ー３５５５

ＦＡＸ（０１３８）２３ー７５３１

E-mail：hakosc@sjc.ne.jp　HP：https://hakosc.com/

令和元年 12 月号

№121冬号

写真同好会作品
「初椿」阿久津　貞夫会員 「雪まみれのごちそう」

栄田　武志会員

「冬の窓辺」島村　八惠子会員 「けやき並木」林　英男会員
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「
第
五
回
理
事
会
」
報
告

十
月
二
十
九
日
　
開
催

★
報
告
事
項

⑴�

正
特
会
員
及
び
賛
助
会
員
の
入
会
に

つ
い
て�

（
令
和
元
年
七
月
～
九
月
）

⑵�

事
業
運
営
状
況
報
告
に
つ
い
て

　

�

（
令
和
元
年
七
月
～
九
月
）

　

①
会
務
報
告

　

②
事
業
実
施
状
況
報
告

⑶�

正
副
理
事
長
及
び
常
務
理
事
の
自
己

職
務
執
行
状
況
報
告
に
つ
い
て

⑷�

函
館
市
へ
の
支
援
要
望
に
つ
い
て

⑸
配
分
金
等
検
討
委
員
会
に
つ
い
て

⑹
旅
行
会
に
つ
い
て

⑺�

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
普
及

啓
発
月
間
に
つ
い
て

　

①
第
二
回
清
掃
奉
仕
活
動

　

②
街
頭
啓
発
活
動

⑻
そ
の
他

　

①�

出
張
入
会
登
録
説
明
会
実
施
報
告

に
つ
い
て

★
協
議
事
項

⑴�

令
和
二
年
度　

函
館
市
へ
の
補
助
金

要
望（
案
）に
つ
い
て

⑵�

基
準
単
価（
民
間
・
一
般
家
庭
）（
案
）

に
つ
い
て

⑶��

長
期
就
業
会
員
募
集
要
項（
案
）に
つ

い
て

⑷�

役
職
員
に
よ
る
就
業
開
拓
事
業（
案
）

に
つ
い
て

　

以
上
、
報
告
事
項
、
協
議
事
項
を
審

議
し
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

主
な
内
容
は
次
の
通
り
で
す
。

◎
報
告
事
項

○�

九
月
末
現
在
、
正
会
員
八
百
五
十
七

名
、賛
助
会
員
四
十
六
団
体
で
あ
る
。

○�

事
故
発
生
状
況
は
十
月
二
十
一
日
現

在
、
傷
害
事
故
九
件
、
賠
償
事
故
四

件
、
自
動
車
運
転
事
故
二
件
の
計

十
五
件
で
あ
る
。

○�
九
月
末
ま
で
の
事
業
高
累
計
は
、
請

負
が
一
億
七
千
十
四
万
五
千
六
百
七

十
二
円
で
前
年
度
比
百
三
・
七
％
、

派
遣
が
千
五
百
四
十
四
万
七
千
八
百

四
十
八
円
で
前
年
度
比
百
八
・
九
％
、

合
わ
せ
る
と
前
年
度
比
百
四
・
一
％

で
あ
る
。
プ
ラ
ス
要
因
と
し
て
は
、

今
年
度
の
基
準
単
価
の
改
正
が
考
え

ら
れ
る
。

○�

サ
ン
・
リ
フ
レ
函
館
の
利
用
状
況
は

昨
年
よ
り
減
少
。
函
館
ア
リ
ー
ナ
な

ど
、
他
施
設
利
用
が
要
因
と
思
わ
れ

る
。

○�

函
館
市
へ
、「
生
涯
現
役
社
会
」
を

実
現
す
る
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

へ
の
支
援
、
事
業
推
進
に
必
要
な
補

助
金
、
委
託
費
と
公
共
事
業
発
注
の

確
保
に
つ
い
て
要
望
し
た
。

○�

配
分
金
等
検
討
委
員
会
で
は
、
十
月

一
日
よ
り
増
税
と
な
る
消
費
税
に
伴

う
、
当
セ
ン
タ
ー
の
積
算
単
価
及
び

配
分
金
の
取
扱
い
に
つ
い
て
協
議
を

し
た
。（
Ｐ
３
に
記
載
）

　

�

ま
た
、
機
械
除
草
積
算
単
価
に
つ
い

て
は
、
今
年
度
単
価
改
正
を
据
え
置

い
た
と
こ
ろ
か
ら
十
六
％
増
額
す
る

こ
と
を
決
定
し
た
。

○「
旅
行
会
」（
Ｐ
６
に
記
載
）

○�「
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
普

及
啓
発
月
間
に
つ
い
て
」（
Ｐ
５
に

記
載
）

○�

出
張
入
会
登
録
説
明
会
は
、
ベ
ル
ク

ラ
シ
ッ
ク
函
館（
十
一
名
参
加
）、
亀

田
港
町
会
館（
十
六
名
参
加
）、
ポ
リ

テ
ク
セ
ン
タ
ー
函
館（
十
一
名
参
加
）

の
三
ヶ
所
で
開
催
し
た
。

◎
協
議
事
項

○�

令
和
二
年
度
函
館
市
へ
の
補
助
金
要

望
に
つ
い
て
は
、
国
の
補
助
金
予
算

概
要
と
同
額
を
要
望
し
た
。

○�

基
準
単
価
に
つ
い
て
は
、
配
分
金
等

検
討
委
員
会
で
協
議
さ
れ
た
、
令
和

二
年
度
の
積
算
単
価
に
つ
い
て
決
定

し
た
。

○�
令
和
二
年
度
の
長
期
就
業
会
員
募
集

人
数
は
、五
十
二
名
の
予
定
で
あ
る
。

○�

役
職
員
に
よ
る
就
業
開
拓
事
業
は
、

令
和
元
年
十
二
月
十
三
日
か
ら
十
二

月
二
十
日
ま
で
の
間
に
企
業
訪
問
を

行
う
。

第
二
回
就
業
委
員
会
は
、
十
月
十
七

日
㈭
に
開
催
し
、
①
交
替
会
員
に
つ
い

て
②
応
募
要
領
に
つ
い
て
の
二
点
を
協

議
し
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

内
容
は
次
の
通
り
で
す
。

・�

令
和
元
年
度
の
募
集
人
数
は
、
男
性

三
十
九
名
、
女
性
八
名
、
求
人
五
名

の
計
五
十
二
名
と
な
る
。

・�

応
募
要
領
等
に
昨
年
度
と
大
き
く
変

化
は
な
い
。
た
だ
し
、
要
項
の
書
類

の
配
置
を
変
更
し
、
応
募
現
場
以
外

の
会
員
が
勘
違
い
し
な
い
よ
う
な
配

置
に
変
更
す
る
。

・�

募
集
期
間
は
、
十
一
月
二
十
二
日
㈮

を
締
切
日
、
十
二
月
五
日
㈭
に
説
明

会
を
開
催
、
十
一
日
㈬
・
十
七
日
㈫

を
面
接
日
と
す
る
が
、
応
募
者
が
多

い
場
合
、
十
八
日
㈬
を
予
備
日
と
し

て
実
施
す
る
こ
と
と
し
た
。

・�

結
果
に
つ
い
て
は
、
一
月
中
旬
に
第

三
回
就
業
委
員
会
に
て
協
議
、
一
月

下
旬
の
理
事
会
で
承
認
を
受
け
、
二

月
上
旬
に
会
員
に
対
し
て
結
果
を
配

付
す
る
。

就
業
委
員
会
の
検
討
結
果
に
つ
い
て

は
、
十
月
二
十
九
日
㈫
開
催
の
第
五
回

理
事
会
に
お
い
て
も
承
認
さ
れ
た
。

就
業
委
員
会
報
告
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はこだてシルバーだより　令和元年（2019年）121号

賛
助
会
員
の
皆
さ
ま
に
は
、
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
に
深
い
ご
理

解
を
賜
わ
り
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。今

後
と
も
シ
ル
バ
ー
事
業
の
発
展
の

た
め
、
種
々
ご
指
導
、
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

賛
助
会
員　

五
十
二
団
体

　
　

令
和
元
年
十
一
月
末
現
在

団　　　　体　　　　名

三 浦 商 会 ㈱　布 目

㈱ 長 門 出 版 社 辻 商 事　㈱

㈱ 綜 合 事 務 機 市立函館病院労働組合

小 野 自 動 車 工 業 ㈱

令和元年９月１日～11月末現在

（敬称略・順不同）

賛
助
会
員
の
皆
さ
ま

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

十
一
月
十
二
日
㈫
に
サ
ン
・
リ
フ
レ

函
館
に
お
い
て
、
今
年
度
の
地
区
懇
談

会
を
会
員
三
十
三
名
の
参
加（
昨
年
参

加
人
数
、
五
十
六
名
）で
、
開
催
し
ま

し
た
。

　

進
行
は
、
二
地

区
の
遠
藤
地
区
長

に
お
願
い
を
し
、

山
本
理
事
長
の
挨

拶
に
続
き
、
参
加

地
区
長
及
び
事
務

局
職
員
よ
り
自
己

紹
介
が
あ
り
、
懇

談
に
入
り
ま
し
た
。

　

懇
談
内
容
及
び
会
員
の
意
見
要
望
は

下
記
の
通
り
で
す
。

①�

お
客
様
か
ら
の
ク
レ
ー
ム
に
つ
い
て

は
、
懇
談
会
の
参
加
者
が
少
な
い
た

め
、
参
加
し
て
い
な
い
会
員
に
対
し

て
も
徹
底
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
、

伝
達
方
法
を
考
え
た
方
が
よ
い
の
で

は
な
い
か
。

回
答　

広
報
誌
も
し
く
は
チ
ラ
シ
を
作

成
及
び
各
種
職
種
の
研
修
会
で
周
知
し

て
い
き
た
い
。

②�

旅
行
会
の
参
加
者
が
非
常
に
少
な

い
。
行
き
先
及
び
開
催
時
期
を
検
討

し
、
も
っ
と
参
加
し
や
す
い
計
画
を

し
て
も
ら
え
な
い
か
。

回
答　

会
員
に
対
し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を

取
る
等
し
て
結
果
を
参
考
に
、
会
員
厚

生
部
会
で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

③�

以
前
に
セ
ン
タ
ー
か
ら
依
頼
が
来
て

い
た
仕
事
の
依
頼
が
こ
な
く
な
っ
た
。

仕
事
が
な
く
て
依
頼
が
こ
な
い
の
か

と
も
思
っ
た
が
、
就
業
希
望
者
の
募

集
を
か
け
て
い
る
の
は
な
ぜ
か
。

回
答　

研
修
会
を
受
講
し
て
い
る
か
に

も
よ
る
が
、
長
期
的
に
依
頼
が
な
い
場

合
は
、
事
務
局
に
問
合
せ
を
し
て
ほ
し

い
。

④�

履
行
確
認
書
等
を
事
務
所
に
郵
送
す

る
際
の
、
セ
ン
タ
ー
の
宛
名
に
不
備

が
多
い
と
の
話
で
あ
っ
た
が
、
事
務

局
で
封
筒
を
作
製
し
、
希
望
す
る
会

員
に
配
付
し
て
は
ど

う
か
。

⑤�

封
筒
は
無
料
で
配

付
す
る
の
で
は
な

く
販
売
し
て
は
ど

う
か
。

回
答　

封
筒
等
を
持

参
し
て
も
ら
い
、
事

務
局
に
あ
る
ゴ
ム
印

を
活
用
し
て
ほ
し

い
。

地

区

懇

談

会

地

区

懇

談

会

十
月
一
日
よ
り
消
費
税
が
八
％
か
ら

十
％
へ
引
き
上
げ
ら
れ
た
こ
と
に
伴

い
、
積
算
単
価
の
変
更
及
び
配
分
金
の

支
払
金
額
を
変
え
ず
、「
配
分
金
一
時

間
あ
た
り
の
金
額
を
改
定（
減
額
）し
ま

し
た
。

な
お
、
令
和
五
年
十
月
よ
り
「
イ
ン

ボ
イ
ス
制
度
」
が
実
施
さ
れ
る
と
、
配

分
金
を
支
払
う
際
に
、
消
費
税
を
含
め

て
支
払
う
こ
と
が
出
来
な
く
な
り
、
会

員
が
受
取
る
金
額
が
少
な
く
な
り
ま

す
。
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
道
シ

連
、
全
シ
協
と
も
連
携
を
は
か
り
、
検

討
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
決
定
次
第
お

知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。

令和元年９月末まで
消費税８％（内税）事務費８％

職　種 配分金 事務費 基準単価

家庭内清掃 840円 70円 910円

➡
令和元年10月以降

消費税10％（外税）事務費８％

配分金 消費税 事務費 基準単価

763円 77円 70円 910円

消
費
税
改
定
に
伴
う

配
分
金
の
取
扱
に
つ
い
て

回
答

回
答

回
答

回
答
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安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施
に
つ
い
て

安
全
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
を
、
六
月

二
十
六
日
㈬
と
十
月
七
日
㈪
に
機
械
除

草
作
業
、
手
刈
り
除
草
作
業
、
植
木
剪

定
作
業
の
現
場
で
実
施
し
ま
し
た
。

◎�

パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施
結
果
は
次
の
通

り
で
す
。

☆
自
衛
隊
宿
舎　

機
械
除
草

・�

店
舗
駐
車
場
側
で
車
両
二
台
が
駐
車

中
に
も
関
わ
ら
ず
飛
散
防
止
ネ
ッ
ト

無
し
で
機
械
除
草
を
し
て
い
ま
し

た
。
今
後
こ
の
様
な
事
が
無
い
よ
う

気
を
付
け
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

今
回
、
機
械
除
草
班
全
員
の
作
業
で

し
た
が
、
効
率
的
に
協
同
し
て
業
務

を
遂
行
し
て
い
る
姿
は
確
認
で
き
ま

し
た
。

☆
谷
地
頭
医
院　

庭
園
手
刈
り
除
草

・�

広
い
敷
地
に
も
関
わ
ら
ず
二
人
で
手

早
く
丁
寧
な
作
業
を
し
て
い
ま
し

た
。

☆
鈴
蘭
丘
工
場　

機
械
除
草

・�

飛
散
防
止
ネ
ッ
ト
無
し
で
の
作
業
は

事
故
の
元
な
の
で
気
を
付
け
て
欲
し

い
と
思
い
ま
す
。
各
自
が
、
自
分
の

役
割
に
責
任
を
持
っ
て
作
業
し
て
い

た
事
に
は
好
感
が
持
て
ま
し
た
。

☆
神
山　

植
木
剪
定

・�

脚
立
に
よ
る
高
所
作
業
は
、
安
全
帯

や
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
を
し
て
欲
し

い
と
思
い
ま
す
。
作
業
自
体
は
迅
速

で
丁
寧
な
作
業
を
し
て
い
ま
し
た
。

☆
富
岡
町　

手
刈
り
除
草

・�

手
刈
り
除
草
に
し
て
は
雑
草
が
伸
び

す
ぎ
て
い
た
為
か
手
間
取
っ
て
い
る

よ
う
で
し
た
が
、
根
気
よ
く
作
業
を

し
て
い
る
姿
に
は
好
感
が
持
て
ま
し

た
。

❖
事
故
発
生
状
況
❖

十
月
二
十
一
日
現
在
で
十
五
件
の
事

故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
特
に
傷
害
事

故
九
件
の
内
五
件
が
骨
折
事
故
で
、
そ

の
内
四
件
が
転
倒
に
よ
る
も
の
で
し

た
。
皆
さ
ん
も
作
業
中
は
十
分
気
を
付

け
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

又
、
機
械
除
草
に
よ
る
賠
償
事
故
も

四
件
起
き
て
お
り
飛
散
防
止
ネ
ッ
ト
使

用
は
徹
底
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
他
、
自
動
車
送
迎
や
配
達
作
業

中
の
接
触
事
故
が
二
件
起
き
て
い
ま

す
。
今
一
度
安
全
標
語
を
思
い
出
し
事

故
の
な
い
作
業
を
心
が
け
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。

◎
安
全
・
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
の
様
子

�

安
全･

適
正
就
業
委
員
会
コ
ー
ナ
ー

令
和
元
年
度 

安
全
標
語 

最
優
秀
作
品

畑
澤
　
國
弘 

会
員

「
安
全
は
確
か
め
合
っ
て
事
故
は
な
し
」

　

小
学
生
対
象
の「
も
の
づ
く
り
体
験
」

を
冬
休
み
期
間
中
に
左
記
の
通
り
開
催

し
ま
す
。

〇
日　

時　

令
和
二
年
一
月
九
日
㈭

　
　
　
　
　

午
後
一
時
三
十
分
～

〇
場　

所　

市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

四
階　

会
議
室

〇
講　

師　

山
本　

勝
太
郎　

会
員

〇
定　

員　

小
学
生　

二
十
名

〇
申
込
先

　

函
館
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

電
話　

26

−

３
５
５
５
（
申
込
順
）

冬
休
み
も
の
づ
く
り
体
験

モ
ー
タ
ー
の
回
る
仕
組
み
が
分
か
る

―
電
気
ブ
ラ
ン
コ
と

　
ク
リ
ッ
プ
モ
ー
タ
ー
を
作
ろ
う
―

https://app.defrec.jp/

２月に青森大学様よりご依頼がありま
した、アンケートの回答をもとにアプリ
が完成しました！みなさんも詐欺にあ
わないように、診断してみてください！

振り込めサギまん延中！！
いっこうに減らない
振り込めサギ、
あなたはだいじょうぶ？
アプリであなたの
詐欺抵抗力を診断
さあアプリを体験！！

みなさんのアンケート結果をもとに
振り込め詐欺診断アプリが

完成しました！

サギ抵抗力しんだ～ん

アプリQRコード

↑こちらのQRコードを
　読み込むとアプリの
　画面が開きます。

●�

機
械
除
草
作
業

で
は
、
飛
散
防

止
対
策
や
刈
払

い
機
の
仕
組
み

な
ど
を
チ
ェ
ッ

ク
し
ま
し
た
。

高
年
齢
者
雇
用
就
業
パ
ネ
ル
展
及
び
街
頭
啓
発
活
動
報
告
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十
一
月
九
日
㈯･

十
六
日
㈯

に
函
館
自
動
車
学
校
に
お
い
て

自
動
車
安
全
運
転
研
修
会
を
開

催
し
、
二
日
間
で
四
十
三
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

講
義
で
は
、
道
内
初
と
な
る

上
ノ
国
町
に
開
通
し
た
信
号
機

の
な
い
交
差
点
「
ラ
ウ
ン
ド
ア

バ
ウ
ト
」の
通
り
方
を
は
じ
め
、

冬
道
の
事
故
の
特
徴
や
、
災
害
時
の
対

応
等
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

そ
の
後
は
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
を
使

い
、
基
本
動
作
の
確
認
と
動
体
視
力
測

定
の
運
転
適
性
検
査
も
行
い
ま
し
た
。

順
番
を
待
っ
て
い
る
間
、
他
の
参
加
者

が
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
で
運
転
す
る
姿
を

興
味
深
く
見
入
り
、
自
分
の
運
転
と
比

較
す
る
こ
と
も
で
き
た
よ
う
で
す
。

検
査
の
結
果
は
、
そ
の
場
で
本
人
達

に
渡
さ
れ
、点
数
が
低
か
っ
た
内
容
に
つ

い
て
は
、今
後
運
転
す
る
際
に
、
注
意
す

る
よ
う
講
師
よ
り
話
が
あ
り
ま
し
た
。

高
齢
に
よ

る
様
々
な
機

能
低
下
が
あ

り
ま
す
が
、

自
覚
し
、
受

け
入
れ
、
そ

れ
に
応
じ
た

運
転
を
心
が

け
ま
し
ょ

う
。

九
月
四
日
㈬
よ
り
十
一
月
十

三
日
㈬
迄
の
三
か
月
間
、
週
に

一
度
、
計
十
回
に
わ
た
り
毛
筆

筆
耕
研
修
会
を
行
い
ま
し
た
。

参
加
者
九
名
が
、
山
本
吉
春

先
生
の
指
導
の
も
と
、
昨
年
に

引
き
続
き
筆
耕
技
能
の
向
上
を

目
標
に
、
今
回
は
初
級
編
の
レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
と
し
て
、
行
数
が

多
い
賞
状
や
、
リ
ボ
ン
筆
耕
を
習
い
ま

し
た
。

リ
ボ
ン
は
紙
と
は
違
い
書
き
に
く
い

素
材
の
た
め
、
悪
戦
苦
闘
さ
れ
た
参
加

者
も
挑
戦
す
る
う
ち
に
、
み
る
み
る
上

達
し
て
い
く
の
が
わ
か
り
ま
し
た
。
ま

た
、
参
加
者
は
新
し
く
参
加
し
た
会
員

を
含
め
て
打
ち
解
け
、
お
互
い
の
文
字

や
道
具
に
つ
い
て
も
ア
ド
バ
イ
ス
し
合

う
な
ど
、
刺
激
を
し
合
い
ま
し
た
。

今
後
も
こ
の
経
験
を
活
か
し
、
宛
名

書
き
、
賞
状
の
筆
耕
、
リ
ボ
ン
筆
耕
の

就
業
に
つ
な
げ
ま
し
ょ
う
。

高
年
齢
者
雇
用
就
業
パ
ネ
ル
展
及
び
街
頭
啓
発
活
動
報
告

研
修
会
開
催
報
告

毛 筆 筆 耕 研 修 会

自動車運転研修会

十
月
の「
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

事
業
普
及
啓
発
月
間
」に
合
わ
せ
て
、

「
高
年
齢
者
雇
用
就
業
パ
ネ
ル
展
」が
、

十
月
二
十
一
日
㈪
～
二
十
五
日
㈮（
二

十
二
日
を
除
く
）の
四
日
間
、
市
役
所

一
階
市
民
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
に

は
、
絵
画
、

書
、
木
工

作
品
、
陶

芸
品
、
手

工
芸
品
、

写
真
、
そ

の
他
に
サ

ン
・
リ
フ

レ
函
館
の

水
彩
画
教
室
受
講
生
に
よ
る
作
品
、
手

編
み
教
室
の
作
品
、
さ
ら
に
は
緻
密
な

手
作
業
を
感
じ
さ
せ
る
切
り
絵
作
品
な

ど
、
ど
れ
も
素
晴
ら
し
い
も
の
で
し
た
。

四
日
間
の
来
場
者
数
は
千
三
百
五
十

三
名
で
、
多
数
の
市
民
の
方
々
が
訪
れ
、

興
味
深
く
鑑
賞
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、
事
業
活
動
紹
介
と
し
て
「
就
業
風

景
」「
函
館
市
民
と
の
か
か
わ
り
」「
安
全

就
業
へ
の
取
り
組
み
」、
サ
ン
・
リ
フ

レ
函
館
で
の「
文
化
・
教
養
講
座
」の
活

動
状
況
も
紹
介
し
ま
し
た
。

今
回
の
パ
ネ
ル
展
に
出
品
、
ご
協
力

を
い
た
だ
き
ま
し
た
会
員
、
講
座
関
係

者
の
皆
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
十
月
十
九
日
㈯
に
予
定
さ
れ

て
い
た
第
二
回
清
掃
奉
仕
活
動
と
街
頭

啓
発
は
、
悪
天
候
が
予
想
さ
れ
た
た
め
、

前
日
に
中
止
決
定
を
し
ま
し
た
。

そ
の
他
の
街
頭
啓
発
活
動
は
十
月
十

八
日
㈮
、
二
十
五
日
㈮
、
十
一
月
一
日

㈮
の
三
回
、
多
く
の
市
民
の
み
な
さ
ん

に
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
存
在
を

理
解
し
、
活
動
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た

め
、「
函
館
市
公
共
職
業
安
定
所
」
の

玄
関
前
で
、
当
セ
ン
タ
ー
の
会
員
募
集

及
び
刃
物
研
磨
実
施
案
内
チ
ラ
シ
、
ポ

ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
配
付
し
ま
し
た
。

今
後
も
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

活
動
を
一

人
で
も
多

く
の
人
に

知
っ
て
い

た
だ
き
、

就
業
活
動

に
つ
な
げ

て
行
き
ま

す
。
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会
員
厚
生
部
会
の
今
年
度
の
旅
行

は
、
九
月
二
十
六
日
㈭
・
二
十
七
日
㈮

に
一
泊
二
日
で
青
森
県
鰺
ヶ
沢
温
泉
に

行
き
ま
し
た
。
参
加
者
は
山
本
理
事
長

を
始
め
、
総
数
十
七
名
の
参
加
で
す
。

❖
一
日
目
❖

旅
行
は
二
日
間
と
も
雲
ひ
と
つ
な
い

秋
晴
れ
に
恵
ま
れ
、
函
館
港
を
早
朝
七

時
四
十
分
に
出
航
、
さ
あ
、
い
よ
い
よ

津
軽
海
峡
を
フ
ェ
リ
ー
で
渡
り
ま
す
。

早
速
、
甲
板
に
上
り
、
ま
ぶ
し
い
太
陽

と
心
地
い
い
海
峡
の

風
を
受
け
、
湾
内
の

パ
ノ
ラ
マ
の
景
色
に

魅
了
さ
れ
な
が
ら
、

あ
っ
と
い
う
間
の
四

時
間
で
し
た
。

青
森
港
か
ら
三
内

丸
山
遺
跡
へ
向
い
、
レ
ス
ト
ラ
ン
で
の

昼
食
は
、
当
た
り
く
じ
入
り
の
五
目
御

飯
定
食
で
、
皆
さ
ん
「
当
た
っ
た
！
」

「
は
ず
れ
だ
っ
た
」
と
、
ワ
ク
ワ
ク
、
ド

キ
ド
キ
し
な
が
ら
も
、
楽
し
く
食
事
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

次
は
田
舎
館
村
役
場
へ
向
い
、
展
望

台
か
ら
の
田
ん
ぼ

ア
ー
ト
を
見
ま
し

た
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
連
続
テ

レ
ビ
小
説「
お
し
ん
」

の
、
奉
公
の
た
め
両

親
の
元
を
離
れ
、
川

を
下
っ
て
い
く
場

面
が
描
か
れ
て
い
て
、
す
べ
て
稲
で
作

ら
れ
て
い
る
と
わ
か
っ
て
い
て
も
、
ま

る
で
３
Ｄ
の
立
体
的
な
絵
の
よ
う
で
し

た
。
ち
な
み
に
、使
わ
れ
て
い
る
稲
の
種

類
は
食
用
、
古
代
米
、
観
賞
用
と
十
一

の
種
類
と
、
七
色
の
稲
が
使
わ
れ
て
い

る
そ
う
で
す
。
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
の
テ
ー

マ
の
検
討
か
ら
、
設
計
図
作
成
、
測
量
、

田
植
え
、
稲
刈
り
ま
で
、
年
間
を
通
し

て
役
場
の
職
員
の
方
、
町
民
の
皆
さ
ん

の
ご
努
力
に
感
動
し
ま
し
た
。
田
ん
ぼ

ア
ー
ト
を
堪
能
し
た
後
は
、「
鰺
ヶ
沢
」

で
す
。
相
撲
が
盛
ん
な
と
こ
ろ
で
、
道

南
の
福
島
町
と
似
て
い
て
、
多
く
の
力

士
を
輩
出
し
て
い
ま
す
。「
鰺
ヶ
沢
相
撲

館
」
で
は
、
技
の
デ
パ
ー
ト
舞
の
海
関

の
名
場
面
を
収
録
し
た
ビ
デ
オ
を
放
映

し
て
い
て
、
相
撲
フ
ァ
ン
と
し
て
見
逃

せ
ま
せ
ん
で
し
た
。
続
い
て
向
か
っ
た

の
は
、
宿
泊
す
る
鰺
ヶ
沢
温
泉
「
ホ
テ

ル
グ
ラ
ン
メ
ー
ル
山
海
荘
」
で
す
。
懇

親
会
の
カ
ラ
オ
ケ
で
は
、
ご
自
慢
の
の

ど
を
披
露
し
、
ま
た

ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
も
大

い
に
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。
懇
親
会
後
は

ホ
テ
ル
の
ロ
ビ
ー
の

ラ
ウ
ン
ジ
で
津
軽
三

味
線
の
生
演
奏
を
楽

し
み
、
三
味
線
に
合

わ
せ
た
太
鼓
の
体
験
も
あ
り
ま
し
た
。

太
鼓
の
叩
く
強
さ
、
調
子
の
取
り
方
な

ど
三
味
線
に
合
わ
せ
る
難
し
さ
を
感
じ

ら
れ
、
奏
で
る
津
軽

三
味
線
の
音
色
と
唄

か
ら
、
愛
し
て
や
ま

な
い
地
元
の
方
の
情

熱
と
温
か
さ
に
触
れ

る
こ
と
も
で
き
ま
し

た
。

❖
二
日
目
❖

有
名
な
秋
田
犬「
わ
さ
お
」に
会
い
に

行
っ
た
と
こ
ろ
、
連
日
の
過
密
な
営
業

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
せ
い
か
睡
眠
中
で
し

た
が
、
さ
す
が
寝
て
い
る
姿
も
堂
々
と

し
て
オ
ー
ラ
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
次

は
、
国
指
定
重
要
文
化
財
、
太
宰
治
記

念
館
「
斜
陽
館
」
で
す
。
当
時
の
地
主
、

小
作
人
と
の
階
級
制
度
が
、
建
物
の
い

た
る
と
こ
ろ
に
残
証
さ
れ
て
い
て
、
想

像
し
て
い
た
よ
り
歴
史
を
感
じ
、
奥
津

軽
の
風
土
や
人
々
の
く
ら
し
、
こ
の
金

木
周
辺
の
人
の
温
か
さ
も
伝
わ
っ
て
来

て
、
只
々
、
昔
の
人
び
と
の
偉
大
さ
に

驚
く
ば
か
り
で
し
た
。

最
後
は
、
五
所
川
原
市
の
中
心
部
に

建
て
ら
れ
た
地
上
六
階
の
「
立
佞
武
多

の
館
」
を
見
学
し
ま
し
た
。
毎
年
八
月

四
日
～
八
日
の
五
日
間
、
立
佞
武
多
祭

り
が
開
催
さ
れ
、「
立
佞
武
多
の
館
」
の

建
物
の
ガ
ラ
ス
面
が
開
き
、
立
佞
武
多

が
出
陣
し
ま
す
が
、
そ
の
姿
は
圧
巻
だ

そ
う
で
、
皆
さ
ん
口
々
に
、「
一
度
は
出

陣
を
見
て
見
た
い
ね
ぇ
」
と
、
感
動
し

て
お
り
ま
し
た
。

今
回
の
旅
行
会
は
、
恒
例
の
温
泉
や

お
料
理
、名
産
品
の
買
い
物
な
ど
、い
つ

も
の
旅
行
に
加
え
、
文
学
や
歴
史
、
伝

統
芸
能
を
充
分
に
堪
能
す
る
こ
と
が
で

き
、
ま
た
、
ワ
ク

ワ
ク
す
る
場
面
が

多
く
、
内
容
が
非

常
に
充
実
し
て
い

た
よ
う
に
感
じ
ら

れ
ま
し
た
。
是
非

次
回
の
会
員
厚
生

部
会
の
旅
は
、
多

く
の
参
加
者
の
皆

さ
ん
と
大
い
に
楽

し
み
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

会
員
厚
生
部
会
コ
ー
ナ
ー

「鰺
ヶ
沢
温
泉
」
の
旅

「鰺
ヶ
沢
温
泉
」
の
旅
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改
元
後
の
令
和
元
年
、
今
年
も
恒
例

の「
会
員
の
集
い
」は
、
連
日
の
寒
さ
も

少
し
和
ら
ぎ
、
い
い
夫
婦
の
日
に
ち
な

ん
だ
十
一
月
二
十
二
日
㈮
、
湯
の
川
温

泉
「
Ｋ
Ｋ
Ｒ
は
こ
だ
て
」
に
於
い
て
、

五
十
四
名
の
参
加
で
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
楽
し
み
に
し
て
い
た
温
泉
は
、

お
風
呂
場
の
緊
急
工
事
の
た
め
入
浴
で

き
ず
残
念
で
し
た
が
、
十
二
月
中
旬
に

は
工
事
も
終
了
す
る
予
定
で
、
改
め
て

ご
入
浴
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と

入
浴
券
が
配
付
さ
れ
ま
し
た
。

受
付
を
済
ま
せ
た
会
員
の
皆
さ
ん

は
、
二
階
の
宴
会
場
で
お
仲
間
同
士
歓

談
さ
れ
、
開
宴
前
で
し
た
が
会
場
は
す

で
に
盛
り
上
が
っ
て
お
り
ま
し
た
。

十
一
時
三
十
分
、
司
会
者
か
ら
「
会

員
の
集
い
を
開
催
し
ま
す
」
の
言
葉
に

続
き
、山
本
理
事
長
か
ら
挨
拶
が
あ
り
、

次
に
集
い
に
参
加
し

て
い
る
中
で
、
今
年

度
、
喜
寿
を
迎
え
ら

れ
た
三
名
の
方
へ
、

記
念
品
の
贈
呈
と
記

念
撮
影
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
白
井
会
員
厚
生
部
会
幹
事

の
『
い
た
だ
き
ま
す
』
の
発
声
に
よ

り
、
会
食
に
入
り
ま
し
た
。
宴
会
の
お

料
理
は
、
揚
げ
た

て
の
大
海
老
の
天

ぷ
ら
や
、
煮
物
、

出
汁
の
き
い
た
お

吸
い
物
と
炊
き
込

み
御
飯
、
そ
し
て

デ
ザ
ー
ト
、
コ
ー

ヒ
ー
付
き
の
豪
華

な
お
食
事
を
と
り

な
が
ら
、
歓
談
し
ま
し
た
。

本
日
の
余
興
は
、「
カ
ラ
オ
ケ
大
会
」

や
お
楽
し
み
の
「
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
」、そ

し
て
「
じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
」
で
す
。

カ
ラ
オ
ケ
大
会
は
、
一
部
、
二
部
で

十
二
名
の
方
が
参
加
し
、
カ
ラ
オ
ケ

サ
ー
ク
ル
・
銀
声

会
の
メ
ン
バ
ー

も
多
く
、
演
歌
、

ム
ー
ド
歌
謡
を
中

心
に
、
ま
た
テ
ン

ポ
の
い
い
曲
に
リ

ズ
ム
を
取
り
な
が

ら
の
熱
唱
で
す
。

ひ
い
き
を
応
援
す

る
み
な
さ
ん
は
、

ペ
ン
ラ
イ
ト
を
持

ち
、
名
前
を
呼
び

あ
い
、
声
援
・
応
援
合
戦
で
、
会
場
は

笑
い
と
拍
手
で
大
盛
り
上
が
り
で
す
。

カ
ラ
オ
ケ
大
会

一
部
が
終
了
し
、

カ
ラ
オ
ケ
二
部
の

前
に
、
對
馬
会
員

に
よ
る
日
本
舞
踊

が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
宴
会
場
が
畳
席

で
し
た
の
で
、
舞
台
設
定
の
効
果
が
よ

く
マ
ッ
チ
し
、
舞
踊
が
一
層
格
調
高
く

鑑
賞
す
る
こ
と
が
で
き
、
皆
さ
ん
感
激

し
て
お
り
ま
し
た
。

次
の「
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
」は
、
い
つ
も

周
り
か
ら
の「
リ
ー
チ
」、「
ビ
ン
ゴ
」の

声
に
気
持
ち
は
焦
り

ま
す
。
今
回
は
参
加

者
全
員
に
景
品
が
当

た
り
、
皆
さ
ん
う
れ

し
そ
う
に
景
品
を
手

に
し
て
い
ま
し
た
。

最
後
の
ゲ
ー
ム
は
、

各
テ
ー
ブ
ル
代
表
者

に
よ
る「
じ
ゃ
ん
け

ん
大
会
」
で
す
。

「
最
初
は
グ
ー
」と
、

つ
い
握
り
こ
ぶ
し
に

力
が
入
り
、
真
剣
勝

負
の
じ
ゃ
ん
け
ん
に

会
場
は
大
笑
い
で
し

た
。楽

し
い
時
間
は

あ
っ
と
い
う
間
に
過

ぎ
、
閉
会
は
福
田
会
員
厚
生
部
会
長
の

挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。
次
に
事
務
局
の

林
次
長
か
ら
、
来
年
一
月
の
新
年
懇
親

会
の
ご
案
内
が
あ
り
、
盛
会
の
う
ち
に

「
会
員
の
集
い
」
は
終
了
し
ま
し
た
。

参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
さ
ま
、
ご

協
力
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。令

和
二
年
新
年
懇
親
会
を
次
の
通

り
開
催
い
た
し
ま
す
。
詳
細
は
地
域

班
を
通
し
て
案
内
い
た
し
ま
す
の
で

ど
う
ぞ
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
ご
参
加

願
い
ま
す
。

日
時　

令
和
二
年
一
月
十
五
日
㈬

　
　
　

午
後
五
時
よ
り

会
場　

湯
元　

啄
木
亭

�

（
函
館
市
湯
川
町
１

−

18

−

15
）

会
費　

六
，
０
０
０
円

　

※�

会
場
と
時
間
は
お
間
違
い
の
な

い
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

新
年
懇
親
会
の
ご
案
内

「
会
員
の
集
い
」
開
催
！

「
会
員
の
集
い
」
開
催
！

喜寿のお祝い喜寿のお祝い
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人
生
百
年
時
代
と
言
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
そ
の
折
り
に
健
康
寿
命
を
延
ば
し

た
い
と
合
言
葉
の
よ
う
に
口
に
し
ま
す

▼
私
は
食
生
活
改
善
協
議
会
の
ヘ
ル
ス

メ
イ
ト
の
一
員
と
し
て
健
康
寿
命
の
具

体
的
な
話
を
聴
く
こ
と
が
で
き
た
の
で

紹
介
し
ま
す
。健
康
寿
命
の
定
義
は「
介

護
を
必
要
と
し
な
い
、
健
康
で
日
常
生

活
に
制
限
が
な
い
期
間
」
そ
れ
を
延
ば

す
に
は
①
外
に
出
よ
う
②
人
と
会
お
う

③
人
の
役
に
立
と
う
④
バ
ラ
ン
ス
の
良

い
食
事
を
し
よ
う
。
栄
養
を
考
え
た
食

事
の
つ
も
り
で
も
高
齢
者
に
は
低
栄
養

の
方
が
多
い
と
の
情
報
に
驚
き
、
私
も

反
省
し
ま
し
た
。
健
康
づ
く
り
に
必
要

な
た
ん
ぱ
く
質
を
色
々
な
食
品
か
ら
バ

ラ
ン
ス
良
く
摂
れ
る
よ
う
に
意
識
す
る

事
が
大
切
で
す
▼
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
会
員
は
カ
ラ
オ
ケ
、
写
真
等

の
仕
事
以
外
の
活
動
も
あ
り
ま
す
が
、

も
っ
と
気
楽
に
会
員
同
士
が
お
し
ゃ
べ

り
の
で
き
る
場
所
が
ほ
し
い
と
の
声
を

聞
き
ま
す
。
一
人
二
人
の
少
人
数
で
働

く
事
も
多
く
孤
独
感
を
覚
え
る
時
が
あ

り
ま
す
。
仕
事
の
悩
み
・
不
安
・
喜
び

等
の
会
話
か
ら
会
員
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
活
発
に
な
る
と
横
の
繋
が
り

も
で
き
元
気
の
一
助
に
な
る
と
思
い
ま

す
▼
働
き
、
体
を
動
か
し
笑
顔
で
楽
し

い
シ
ル
バ
ー
ラ
イ
フ
を
目
指
し
ま
し
ょ

う
。�

（
Ｙ
・
Ｋ
）

年
末
年
始
の

年
末
年
始
の

　

休
業
期
間
と　

　

休
業
期
間
と　

履
行
確
認
書

履
行
確
認
書

��

提
出
に
つ
い
て

提
出
に
つ
い
て

履
行
確
認
書
は
、
単
発
の
仕
事
の
場

合
、
作
業
終
了
後
速
や
か
に
提
出
い
た

だ
き
、継
続
就
業
を
し
て
い
る
場
合
は
、

そ
の
月
の
分
を
翌
月
三
日
ま
で
提
出
す

る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

当
セ
ン
タ
ー
の
年
末
年
始
休
業
期
間

は
、
十
二
月
二
十
八
日
㈯
～
一
月
五
日

㈰
ま
で
で
す
。
お
間
違
え
の
な
い
よ
う

ご
確
認
願
い
ま
す
。

◇
配
分
金
支
払
日
◇

　
十
一
月
分
　
十
二
月
二
十
日
㈮

　
十
二
月
分
　
　
一
月
二
十
日
㈪

　
一
月
分
　
　
　
二
月
二
十
日
㈭

　
二
月
分
　
　
　
三
月
十
九
日
㈭

※�

銀
行
口
座
の
変
更
を
し
た
場
合
は
速

や
か
に
事
務
局
へ
連
絡
願
い
ま
す
。

仕
事
納
め　

十
二
月
二
十
七
日
㈮

休
業
期
間　

十
二
月
二
十
八
日
㈯

　
　
　
　
　
　
　
　
～
一
月
五
日
㈰

仕
事
始
め　
　
　

一
月
六
日
㈪

報
告
書
締
切
日　

一
月
六
日
㈪
必
着

渡
島
・
胆
振
・
日
高
管
内
十
一
の

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
理
事

長
・
事
務
局
長
が
一
同
に
会
す
る
道

シ
連
道
南
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
が
十
月
三

十
一
日
㈭
・
十
一
月
一
日
㈮
の
両
日
、

当
市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
議
に
先
立
ち
、
当
セ
ン
タ
ー
の

山
本
理
事
長
の
開
催
地
歓
迎
挨
拶
、

そ
し
て
部
会
長
で
あ
る
苫
小
牧
市
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
熊
木
理
事
長

の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

議
事
に
入
り
、
道
シ
連
井
上
事
務

局
長
か
ら
全
国
事
務
局
長
会
議
の
内

容
等
に
つ
い
て
詳
細
な
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

次
に
検
討
課
題
と
し
て
、「
剪
定
、

機
械
除
草
、
草
取
り
の
対
策
に
つ
い

て
」、「
互
助
会（
親
睦
会
等
）に
つ
い

て
」、「
顧
問
弁
護
士
配
備
の
必
要
性

に
つ
い
て
」、「
宿
日
直
業
務
に
係
る

休
憩
時
間
の
取
扱
い
に
つ
い
て
」
な

ど
各
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
抱

え
て
い
る
課
題
に
つ
い
て
、
意
見
交

換
が
活
発
に
行
な
わ
れ
、
大
変
有
意

義
な
会
議
と
な
り
ま
し
た
。

二
日
目
の
視
察

研
修
で
は
、
当
セ

ン
タ
ー
山
本
理
事

長
の
ガ
イ
ド
で
函

館
市
西
部
地
区
を

散
策
し
ま
し
た
。

な
お
、
道
南
ブ

ロ
ッ
ク
職
員
研
修
が
登
別
市
で
十
一

月
二
十
一
日
㈭
・
二
十
二
日
㈮
に
開

催
さ
れ
、
木
村
事
務
員
と
磯
事
務
員

が
出
席
い
た
し
ま
し
た
。

道
シ
連

  
道
南
ブ
ロ
ッ
ク

�

会
議
開
催


